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１．はじめに 

 建設業界を取り巻く情勢が大きく変化する中，大学

や高等専門学校などの教育機関は建設業界からのニー

ズを考慮し，求められる人材を育成するための土木教

育を行う必要がある． 

 土木学会大学・大学院教育小委員会では，大学および

大学院における土木教育の充実のため，将来展望に基

づく教育プログラムや教育制度の検討を行っている．

そこで，卒業・修士研究により得られる能力と社会で必

要とされる能力（以下，社会人能力）との相互関係を明

確にすることによりそれらの必要性を整理するため，

全国の土木系学生を対象としてアンケートを実施した．

調査対象とした社会人能力 11 項目を表－１に示す． 

２．大学生活での社会人能力取得状況の把握 

２．１ 概要 

 卒業研究着手前，大学生活を通じて社会人能力をど

の程度取得できるのかを把握することを目的とし，卒

業論文着手時アンケートを実施した．本調査の対象は

全国の土木系大学，高等専門学校 31 校の学生 368 人で

ある．アンケート内容は，社会人能力 11 項目の達成度

を 5 段階で自己評価した上で，その能力をそれぞれに

おいてどのように身につけたかを調査した． 

２．２ 調査結果 

 図－１に達成度の調査結果を示す．卒業論文着手前

に，異文化交流を 1 および 2 と低く評価した学生が多

い一方，チームワーク，情報知識獲得，チャレンジ精神，

コミュニケーションは 1 および 2 の評価が少なく，着

手前の大学生活で取得できたとする学生が多い．また 4

または 5 と高く自己評価した学生が 5 割未満である能

力が多く見られた．このことから，卒業論文着手前の学

校生活では社会人能力が十分に取得できていないので

はないかと考えられる．このことから異文化交流の能

力取得が容易になるよう，教育制度を見直し英語に触

れる機会を増加させることが必要なのではないかと考

えられる． 

表－１ 社会人能力 11項目 

 

また社会人能力を身につけたきっかけとしてアルバ

イトを挙げる学生が多く見られた．つまり学校生活に

限らず私生活においても社会人能力の取得が可能であ

ることが確認された． 

３．卒業論文終了時の社会人能力取得状況の把握 

３．１ 概要 

工学課程における卒業研究の社会人能力向上への寄

与を明確にすることを目的とし，卒業研究終了時に着

手前と比較して社会人能力が向上したかを調査した．

本調査の対象は全国の土木系大学，高等専門学校 26 校

の学生 227 人である．アンケート内容は，前のアンケー

トと同様，社会人能力 11 項目の達成度を 5 段階で自己

評価した上で，卒業研究を通じてそれぞれの能力の向

上とその理由を調査するものとした． 

３．２ 調査結果 

図－２に達成度の調査結果を示す．11 能力のうち異

文化交流を 1と低く評価した学生が多い結果となった． 

異文化交流の能力が向上せず，着手前と不変である理

由として，外国人と接する機会がないという回答が多

く見られた．このことから，日本人教員が英語をただ教

えるのではなく，留学や留学生などの外国人とのコミ

ュニケーションを取ることができる環境を作ることが

今後の土木教育において重要になるのではないかと考

えられる．
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しかし図－１と比較すると，図－２の方が社会人能

力 11 項目すべてにおいて評価 1 とする学生が少ない．

よって卒業研究を行うことにより，社会で必要とされ

る人材育成ができていると言える．卒業研究着手前は

授業等でグループワークが多い一方，自分の卒業研究

を行うと他人に頼らず自らが考えなければならないた

め、社会人能力が向上するのではないかと考えられる． 

４．修士課程終了時の社会人能力取得状況の把握 

４．１ 概要 

 修士課程在籍による社会人能力向上への寄与を明確

にすることを目的とし，修士論文を通じて社会人能力

が向上したかを調査した．本調査の対象は全国の土木

系大学大学院，高等専門学校 22校の学生 73人である． 

アンケート内容は，前と同様，社会人能力 11 項目の達

成度を 5 段階で自己評価した上で，修士課程を通じて

それぞれの 

能力の向上とその理由を調査するものとした． 

４．２ 調査結果 

図－３に達成度の調査結果を示す．情報知識獲得，チ

ャレンジ精神の達成度を 1 とした学生が見られず，4 ま

たは 5 と評価した学生が多い結果となった．修士課程

においてそれらの能力が向上した理由として，研究室

内の後輩指導が最も多く見られた．また，研究を行う中

で指導教員の指示ではなく自分の考えを元に研究を行

うことでチャレンジ精神を向上させることができたと

いう回答が多い結果となった．また 11 能力すべてにお

いて 4 または 5 と評価した学生が過半数を占めた．こ

のことから，修士課程が社会人能力の向上へ寄与する

ことが明確になった． 

５．まとめ 

(1) 学生が自ら考え行動する機会を増加させるよう卒

業論文着手前の教育においても教育機関が教育制

度を見直すことが重要であると考えられる． 

(2) 社会で必要とされる能力は，学校生活だけではな

くアルバイト等の私生活で取得していることから，

社会勉強だけでなく社会人として成長できる． 

(3) 卒業論文を通じて社会人能力を向上させることが

可能であることから，勉学だけではなく社会で必

要とされる人材を育成するためにも卒業研究が重

要であることが明確となった． 

(4) 修士課程を通じて全能力の向上が可能であると考 

 

図－１ 11能力達成度（卒業論文着手前） 

 

図－２ 11能力達成度（卒業論文終了時） 

 

図－３ 11能力達成度（修士論文終了時） 

えられるため，教育機関は学生へ修士課程を推奨す

ることが学生の社会人能力向上へ繋がるのではない

かと考えられる． 
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